第４回河原地域振興会議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　　時　平成２９年１１月２２日（火）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　工場見学　午後１時～４時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　　議　午後４時１０分～５時０５分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　　所　河原町総合支所　第6会議室
〔出席委員〕
竹田賢一会長、小谷加代子副会長、前田達男委員、楮原典子委員、中村佳紀委員、倉信　敬委員、坂本悦子委員、河毛　寛委員、西尾　純委員、奥谷仁美委員、
荻原元春委員　以上１１名

〔欠席委員〕

坂本綾子委員
〔事務局〕

野際支所長、九鬼副支所長、西山市民福祉課長、前田産業建設課長
 平尾地域振興課課長補佐

〔傍聴者〕

なし

工場見学
（株）イナテック鳥取、マルサンアイ鳥取（株）
会議次第
１　開　会
２　会長あいさつ
３　協議事項
（１）台風１８号、２１号による被害状況について【資料1】
（２）その他
　　①西郷地区の取組みについて
　　　１０月２８日（土）第２回工芸祭り　　９００名参加
　　　１１月１９日（日）西郷地区公民館竣工式
　　　１２月１６日（土）西郷を語る会　テーマ「三滝について」

②地域食堂（こども食堂、オレンジカフェなど）について【資料2】
４　その他
５　閉　　会
議事概要
１　開　会　
２　会長あいさつ
３　協議事項
（１）台風１８号、２１号による被害状況について
（九鬼副支所長　資料１により説明）
（委　員）渡一木についてはどうなっているのか。
（事務局）国土交通省が、浸水された家や水の流れなどを測量して詳細なシミュレーションをしています。解析結果はまだ出ていませんが、結果が出たら説明会を開催する予定です。
（委　員）今現在、困っている人がおられるのではないか。
（事務局）支援できるところは精一杯しています。見舞金や住宅再建支援金の申請が出てきているところです。
（委　員）り災証明の発行はどうなっているか。
（事務局）支援を受けるための基になるものですので、被害を受けた方については、支所の職員が申請に係る書類をお届けし、作成していただきました。申請のあった方については、すべて発行されています。
（委　員）佐貫はポンプがあると思うが。
（事務局）常設ではなく、排水ポンプ車を持って来るということになっています。
また、西山からの下がり水で、宇戸川の左岸側も関係するのでそういったことを今対応しています。
（会　長）今後、災害復旧工事がたくさん出ると思うので、大変だと思うが頑張っていただきたい。
（２）その他（委員からの提出議題）
①西郷地区の取組みについて
（委　員）１０月２８日、第２回工芸祭りを開催した。９００名のうち地区の方が１５０名、地区外が６００名、スタッフ及び出展者が１５０名だった。また、１１月１９日には新しい公民館の竣工式を行った。
次に三滝渓の現状については、むらづくり協議会を中心に役員会で何回か協議を重ね、さらに７月の終わりには支所長、地域振興課長、産業建設課長も一緒に三滝に行き、現状を把握してきた。むらづくり協議会だけではなく西郷全体で考えていかないといけないということで、今後、西郷を語る会で三滝の活用について、あり方、関わり方などについて話し合うことになっている。
（委　員）指定管理はどうなっているのか。
（事務局）現在の指定管理は今年度１１月に終わりますが、次期の募集はしていません。来年度については、地元に何らかの形で委託をと考えています。その後、改めて地元と協議しながら指定管理に向けて準備したいと思っています。
（委　員）とりあえず地元を優先でということか。
（事務局）市としては観光の重要な位置づけをしていますので、まずは西郷を語る会で本庁も交えて協議する予定です。
（会　長）是非とも西郷地区で三滝を守っていただきたい。
（委　員）振興会議の意向として伝えていきたいと思う。
地域食堂（こども食堂、オレンジカフェなど）について
（事務局　資料２により説明）
（委　員）商工会には人権推進課から協力要請があった。商工会としても取り組んでいく一つの案件だと思っているので積極的にやっていこうと思っている。
（委　員）子どもの貧困が大きな社会問題になっているが、河原の実態がよく分からない。河原でこういう支援体制などが必要なのかと思い、できればどこかで開設できないかというところを皆さんで協議ができたらと思い提案した。
（事務局）市自体が関わって開設するという形ではなく、開設する意向のある事業者に対して支援をしていくという形の体制を整えつつあるというところです。
（委　員）何処かで開設され支援が出来るようになれば、大学生に頼んで学習支援なども可能になる。貧困によって困っている人だけではなく、そういう人達を取り巻いた繋がり作りができたらいいと思う。
（委　員）もし河原で出来るのであれば、こども食堂に限定しないで、一人暮らしのお年寄りや働いているお母さんが月に１回、又は週に１回程度みんなと一緒にご飯を食べて家事から解放されたり、子ども達が料理を大人と一緒に作って、配膳したりとか、地域の人がちょっとホッとしていける場所を作ってもらえるといいなと思う。今、個食がすごく多いからそういったところも含めて心の豊かさを感じられるような場所作りとしての地域食堂みたいなものがあるといい。また、農産物を１００円で売ったりすると、買い物に行く手間も省ける。そうやって地域の物を地域で活かす地産地消にもなる。そういう取組が出来たらすごくいいと思う。
（委　員）非常にいい考えだと思うが、いろんな問題が出てくる。コミュニティは、そこの人たちが本気になってやらないと難しい。ボランティアの難しさもある。
（委　員）これからの課題として考えていきたい。
（会　長）皆さんからいい知恵を出していただき、できればそういう地域の人が集まれるような場所もできたらいいと思う。
４　その他
次回の地域振興会議は、平成３０年１月２４日（水）午後３時３０分で決定
５　閉　会
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